
細川杏子 フルー ト 了徳寺佳祐 作曲

多くのキャンセルで突然できた
時間を持て余し、沢山の事を考
えました。演奏活動だけでなく日
常生活も今まで と全く違うもの
となり、一 番変化したのは気持
ちでした。ネットが普及し簡単に
繋がれる世の中で、顔を見て、そ
の人の言葉にできない微妙な表
情や空気、変化を察知すること
は画面越しではあまり出来 ませ
ん。どんなに技術が進歩しても
会うこと、ライブであることに勝
ることはないと痛感したのです。
今まで通りまでいかなくとも、実
際に会える ・ 聴ける機会をこれ
から増や していけたらと思いま
す。

小林大地 造形

変化したことはない。 というよ
り、私の生活はずっと変化し続け
てきたので、コロナ禍の変化も
それ まで の一つと捉えることが
でき順応することができた。同
様に何か強い感情に襲われるこ
ともなかった。もちろん本番がな
くなること の悲しみがなかった
とは言わないが、コロナが終わ
らせた苦しみはあったし、コロナ
がもたらした発見と希望もあっ
た。世の中は捉え方次第の空虚
な世界だが、そんな中で自分が
何 をしたいのか、何度も深く 考
えた。同時にそれが時代を生き
るということなのかなと、このコ
ロナ禍で感じた。
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橋寛憲 造形

えらい年になってしまいました
ね。自身の展示の中止に始まり、
私が関わるイベントの多くが中
止になりました。かわりに自分や
家 族に向き合う時間を得まし
た。日本でも日常的にそうであ
ればもっ と心にゆとりが得られ
そうに思います。日本は仕事が
多いと感じました。今こんな時だ
からこそ、私達のスキルをもって
気晴らしになるようなことを発
信できたらと思います。幸い、展
近創造スタッフの新しい仕事も
入り始めましたので、満を持して
の仕事、意気込んで制作しよう
と思います。

密を避け、人に会うことができな
くなって、思ったこと。伝えようと
することは直接話す内容以外か
らも、思いのほか多く伝わってい
るのだなと感じています。直接関
係ない会話や雑談で届くもの、環
境の音、周囲の会話から入ってく
る情報の多さ。そういうものが状
況を説明し、考えを補足していく
のだな と 。作品展、コンサ ー ト、
ワークショップ。会わないでもでき
る（できた。そうしないといけない
から、工夫した）。でも、会った方が
確実に多くを伝えられる。しばらく
は続くであろう、このコロナ禍。こ
の差を埋める方法を考えないとい
けないなと思う、今日この頃です。

弓立翔哉 打楽器

おうち時間を楽しく過こすため
に新しいことに挑戦してみては
いかかでしょう。コロナ禍で仕事
が激減し、ほぼ全ての仕事がス
トップしていましたが、6、7月頃
からドラムレッスンのお仕事が
再開しました。コロナ以前は10
人ほどの生徒さんでしたが、自宅
で過こす時間が増えたため、新
たな趣味として通われる方が増
え、現在倍の20人になりました。
マスクをつ けての生活は大変で
すが、皆さんでこのコロナに打ち
勝ちましょう！！

豊永洵子コソテソポラリーダンス
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演劇

新型コロナウイルス感染の拡大
で、普段の 「普適」が崩れ、生活が
ままならない状況においてのアー

トの存在意義はやはり直面する問
題でした。コロナ禍において、アー

トにとって不可欠な 「人」の関わり
方の様式は一変しました。一方で
この状況は、人とのつながりが大
切であることを再認識するととも
に、Alに変わられていく社会の中
で 「人が」、 「 アー トが」なにものに
も変わることのできない存在であ
ることも再確認しました。 今後は、
変わらずアー トを発信し続けるこ
とが重要！！どうぞ、一歩外に出れ
る状況になったら、新しいもの•こ
とに出会いに劇場に来てください！

演劇に限らず、何かしら の表現
活動をしている方々に大打撃を
与えた新型コロナ。私も創造ス
タッフになってから、みなさんの
前に出られる機会がな く、寂し
い思いをしております。ただ、家
にいる時間が増えた分、家族と話
す機会が増えたり、自分と向き
合う時間が増えたり、掃除した
り、滞っていた劇団の仕事を片
付けたり… 一旦立ち止まるのも
悪くないな（笑）。私にとっては良
い休息期間になっているようで、
次に舞台に立つ時、自分はどん
な表現をするのか、自分で楽し
みです。

令和2年度

創
造
ス
タ
ッ
フ
細

高い芸術性、卓

越した専門性

に基づく豊富

な知識や優れ

た技能、技術を

活かし、文化の

家職員や外部

のアーティスト

などと連携を

図りながら、文

化の家の創造

的事業の企画

や実施、運営に

携わります。
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が
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減
っ
て
い
ま
す
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こ
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機
に
文
化
の
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も
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え
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ま
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こ
の
20
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余
り
り
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史
の
中
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家
は
日
本 、
あ
る
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世
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代
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す
る
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う
な
ア
ー
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作
し
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き
ま
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で
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を
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も
が
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録
に
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き
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も
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で
す 。

昨
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取
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扱
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が

話
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に
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る
こ
と
が
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い
で
す
が 、
記
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と
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れ
な
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た
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史
か
ら
消
え
て
し
ま
い
ま
す
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術
も
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と
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と
し
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史
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の
元
進
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と
な
れ
ろ
よ
う 、
積
極

的
に
取
り
組
み
を
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っ
て
い
ま
す
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と
は
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に
つ
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的
な
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も
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な
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た 。
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今
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と
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ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー

カ
イ
ブ
を
専
門
と
し
た
活
動

て 、
ま
さ
に
文
化
の
家
か
今
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
合

致
す
ろ
も
の
で
し
た 。
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在
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イ
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テ
ィ

研
究
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ン
タ
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の
専
門

家
の
方
と
協
力
し
て 、
館
内
に
存
在
す
る
大
量
の
文
書
や
写

真・
映
像
記
録
な
ど
の
整
理 、
こ
れ
ま
で
の
公
渾
の
デ
ー
タ

ベ
ー

ス
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す 。
文
化
の
家
の
各
所
に

眠
る
資
料
の
山
に 、
職
員一
同 、
途
方
も
な
い
気
持
ち
に
な
り

な
が
ら
も 、
本
格
的
な
ア
ー

カ
イ
ブ
り
構
築
定
目
指
し二 、
普

段
の
業
務
の
合
間
に
少
し
ず
つ
整
理
を
し
て
い
ま
す 。
ま
た 、
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ア
ー

カ
イ
ブ
作
業
と
同
時
進
行
で 、
3
年
後
の
25
周
年
記
念

に
向
け
て
の
計
画
も
進
め
て
い
ま
す 。
公
開
で
き
る
の
は
少

し
先
に
な
り
ま
す
が 、
今
後
の
文
化
の
家
の
活
動
に
ご
注
目

く
だ
さ
い 。
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